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研究成果の概要（和文）：本研究は、20 世紀初頭に展開した英国モダニズム美術の動向につい
て、制作、批評、歴史的かつ同時代的影響といった局面から検証したものである。国内外の作
品・資料調査に加え、シンポジウムや講演等における海外共同研究者との議論から、英国モダ
ニズム美術の造形的特徴が大陸的影響にも増して、アジアからの影響を受けたものであること
が明らかになりつつある。その成果については、既に複数の学会で発表したほか、今後も冊子
およびシンポジウムで公開する予定である。 
 
 

研究成果の概要（英文）：This study examines the modern art movement in England in the 

1910s and 1920s, focusing on the works, criticisms, and contemporary or historical 

influence of Wyndham Lewis (1882−1957), an artist, and Roger Fry (1866−1934), an art 

critic. I would argue that the common formal characteristics of most English modernist art 

was influenced by those of mainly Chinese (Southern Sung’s) art—a view emerging from 

discussions with overseas collaborators at several symposia or lectures, as well as from 

research on various artworks and documents. The integrated results of this study are to be 

published after the progressive stages have been presented at the meetings of academic 

societies. 
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に基づいて、この展覧会に出品した当時の英

国の若い画家たちがフランスのポスト印象

派をどのように受容し、これを発展させてき

たかを研究してきた。本研究開始時点では、

王立美術アカデミーに対抗する新興勢力と

して、とくにブルームズベリー・グループに

ついて、すでに以下に示すような複数の研究

報告を行ってきた。 

(1) フライの批評と造形理論を読解すると同

時に、それが個々の作品のフォームにどのよ

うに実現されているか、英国の若手作家ヴァ

ネッサ・ベル、ジェイコブ・エプスタインら

の作品をフライの批評を参照しつつ比較検

討した（平成 12 年待兼山芸術学会）。 

(2) オメガ工房のような社会的活動を視野に

入れながら、英国美術やデザインが大陸の新

しい芸術運動を取り入れていく過程を明ら

かにしていった。（平成 14 年、16 年意匠学

会、平成 14、16、18、20 年国際デザイン学・

デザイン史会議）。 

 

 その一方で、英国モダニズムの一潮流とさ

れるヴォーティシズムとその中心人物ウィ

ンダム・ルイスに関しては、平成 19 年に、

彼が参加した「第二回ポスト印象派展」、「20

世紀美術展」、および「テュロスと肖像画展」

（1921 年）に関する調査を行い、カタログ

や資料の一部を入手した（平成 19 年 4 月か

ら平成 20 年 3 月、鹿島美術財団助成による

「美術に関する調査研究」）。 

 海外における最近の研究動向としては、ロ
ンドンで 2 度、大規模なルイスの回顧展が行
われた。平成 16 年に、コートールド美術研
究所で、スレード美術学校時代から晩年にい
たるルイスの素描が展示された。この展覧会
を記念して、同美術研究所からは、ジャッキ
ー・クライン編著、The Bone beneath the 
Pulp（Courtauld Institute of Art Gallery, 

2004）が、テイト出版からはリチャード・ハ
ン フ リ ー 著 、 Wyndham Lewis （ Tate 

Publishing, 2004）が刊行された。平成 20

年の夏には、ナショナル・ポートレート・ギ
ャラリーで “Portraits by Wyndham Lewis”

が開催された。二つの企画展を組織したバー
ス・スパ大学教授ポール・エドワーズ氏は、
ルイス研究の第一人者であり、本科研課題の
海外共同研究者として、関連研究の最新動向
や一次資料の入手方法などの情報入手のた
めの支援ばかりでなく、研究代表者が提示し
た新たなテーマに関して発展的な道を開い
てくれた。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は以下の通り―― 

(1) 英国モダニズム美術において重要な潮流
のひとつであるヴォーティシズムとその主
導者ウィンダム・ルイスを扱い、彼が美術界
で果たした役割をとくに造形的局面から考
察すること。 

(2) ルイス周辺の造形運動（ブルームズベリ
ー・グループ）を射程とし、これらの影響関
係について同時代の批評や資料に基づいて
検討すること。 

(3) 上述の二つの調査を通じて、英国モダニ
ズム美術を通底する特質や造形的思考の源
流を確認したうえで、最終的には、他の欧米
諸国とは区別される英国モダニズム美術運
動の全容を解き明かすこと。 

 

 

３．研究の方法 

(1) 平成 21 年度は、夏季と冬季に、作品調査
および資料収集を行った。8 月、ロジャー・
フライの油彩画、およびフライと彼が組織し
たポスト印象派展の関連資料について、オル
セー美術館（仏）、コートールド美術研究所
（英国）で、ウィンダム・ルイスの作品に関
して、サウサンプトン美術館、リーズ大学図
書館（英国）で調査を行った。さらに、英国
図書館、テイト・アーカイヴにおいて資料収
集を行った。2 月、ホワン・マルク財団（ス
ペイン）主催展覧会「Wyndham Lewis」、お
よびエドワーズ氏の記念講演に参加した。本
展覧会は、平成 20 年夏季に開催されたナシ
ョナル・ポートレート・ギャラリーの同名の
展覧会の規模をさらに拡張し、画家ルイスの
生涯が概観できるように工夫されており、展
示資料・作品数と質、いずれも充実したもの
であった。 

 

(2) 平成 22 年度は、夏季と冬季に作品調査お
よび資料収集を行った。8 月、ブルームズベ
リー・グループの芸術に関して、2008 年 12

月からアメリカの 13 大学の美術館を巡回し
た大規模な回顧展 “A ROOM OF THEIR 

OWN: THE BLOOMSBURY ARTIST IN 

AMERICAN COLLECTION”の展示作品・資
料調査をペンシルヴェニア州立大学パーマ
ー美術館（米）で行った。展覧会を組織した
同大学准教授クリストファー・リード氏の講
演に参加し、当日、意見交換を行った。12

月、ヴォーティシズム、ブルームズベリー・
グループの作品・資料調査をフレンド図書館、
英国図書館、V&A 美術図書館、テイト・ア
ーカイヴ（英国）で行った。さらに、ブルー
ムズベリーのデザインを商品化した企業、ロ
ーラ・アシュレイの社内アーカイヴを訪問し、
資料調査に加えて、同デザインに対する現代
英国一般の関心の度合いを確認し、同グルー
プのデザイン活動の現代的意義を検討した。 

(3) 平成 23 年度は、6 月と冬季に作品調査お



 

 

よび資料収集を行った。6 月、テイト・ブリ
テ ン で 開 催 さ れ た シ ン ポ ジ ウ ム
Repositioning Vorticism に参加した。同シン
ポジウムでは、先述のエドワーズ氏をはじめ、
ウィンダム・ルイス・トラストの年報の編集
を担当するアラン・マントン、美術批評家リ
チャード・コックスなどヴォーティシズム研
究で著名な研究者のほか、Modern Art in 
Britain 1910- 1914（Merrell Holberton, 

1997）の著者として知られるレディング大学
教授アナ・グルツナー・ロビンス氏も講演を
行い、英国モダニズム美術の最新の研究動向
が提示された。このシンポジウムは、2010

年 9 月から米・伊・英を巡回した展覧会 “The 

Vorticists: Rebel Artists in London and 

New York, 1914-18”を総括して開催された
ものである。その一方で、英国モダニズムの
もう一つの潮流、キャムデンタウン・グルー
プに関して、The Fine Art Society（英国）
主催の展覧会、ブルームズベリー・グループ
の活動に関しては、ブライトン美術館（英国）
の展覧会 “Radical Bloomsbury”を見学・調
査した。2 月、エドワーズ氏とケンブリッジ
とロンドンの二か所で会合し、本研究の進捗
状況や展望について議論した。ケンブリッジ
では、共に、Kettle’s Yard Gallery のヴォー
ティシストの作品を見学し、ロンドンでは、
テイトの  展覧会 “Picasso and Modern 

British Art”およびレクチャーに参加した。
エドワーズ氏は講演のゲストスピーカーで
あった。 

 
 
４．研究成果 
(1) 研究期間内の得られた成果 

中間報告として、意匠学会、国際美学会、ア
ジア芸術学会、アート・ドキュメンテーショ
ン学会で口頭発表を行ったほか、学会誌、大
学研究紀要において論文を発表した。また、
書籍『イメージ』上下巻にも調査内容の一部
が反映されている（とくに上巻第 5、6 章、
下巻第 5 章）。 

 

(2) 研究成果の同時代的意義 

研究代表者が指摘した英国モダニズム美術
に通底する造形的特徴については、すでにフ
ライの“Line as a Means of Expression in 

Modern Art” in Burlington Magazine, 
（1918-19）やルイスの The Caliph’s Design, 

（1919）、The Role of Line in Art, a limited 

edition, 1930s の論考を比較検討することで、
線と構成において認められると解釈してい
たが、それらの源泉として、アジア的表象が
挙げられることを今回の調査研究で確信し
た。英国では、大英博物館が中心となって、
20 世紀初頭の国内外の影響関係を考察する
プロジェクトが始動しており、実際、ルパー

ト・リチャードによる調査報告、Modernism 
and the Museum（Oxford University Press）
が 2011 年に刊行された。ただし、このプロ
ジェクトの核心は、20 世紀初頭のモダニズム
の中心に大英博物館を位置づけることにあ
り、個々の作品の造形的影響関係を探ること
ではない。個別の作品の造形性（アジアの美
術作品との影響関係）に関しては、やはり、
エドワーズ氏による先行研究、Wyndham 
Lewis: Art and War（1992, pp.40-41）の言
及の以外に参照すべきものはない。この先行
研究を手掛かりとして、さらに、日本美術と
ヴォーティシズムの関連についても調査を
開始した。このテーマは、以下に挙げる②、
③に関わるものである。 

  

(3) 今後の展望 

本研究の成果の一環として、 

 ①英国モダニズム美術と宋の山水画の関
係については、平成 24 年 7 月 19 日にニュル
ンベルクで開催される第 33 回国際美術史学
会第 18 分科会 The Absence of Object and 
Void で  “Remarks on ‘Emptiness’ or 

‘Interval’: Modernism and Orientalism”の
タイトルもと口頭発表を行う。 

 ②平成 26 年秋季に立命館大学と京都精華
大学でエドワーズ教授を招へいし、講演なら
びにシンポジウムを計画している。 

 ③その折、上述の講演内容とモダニズム研
究論文をまとめたデジタルメディアと図書
の刊行を検討している。 

 しかしながら、本研究は、成果公開によっ
て終了となるわけではない。共同研究者のエ
ドワーズ氏を通じて知遇を得た英国イース
トアングリア大学の教授デヴィッド・コルベ
ット氏とも現在さらなる共同研究を模索中
である。 
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